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凶
綺
一
Φ
び
》
纂
び
。
図
。
ぴ
q
圃
。
舞
訪
瓢
Φ
づ

身
誌
冨
㌶
富
増
○
嵩
①
魯
窪
ハ
第
還
絢
）
　
　
繊
ゆ
　
敏
擾
　
1

8
優
3
つ
p
δ
騨
勲
翼
。
く
餌
O
舜
欝
ヨ
七
一
霧
ぴ
碧
貯
餐

（
第
一
圏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐
串
　
勲
擾
　
2

田
申
久
保
融
田
編
・
ラ
テ
ン
選
文
集
（
第
二
訓
）
三
都
　
講
師
　
2

↓
①
お
幕
貯
ω
…
℃
ぼ
。
岱
凱
。
鐙
”
二
9
2
縁
聡
言
藏
鑓
一
二
ω

（
第
一
二
測
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則
・
甲
　
敏
擾
　
1

愛
攣
記
念
論
叢

　
輝
「
か
し
き
紀
元
二
千
六
胃
年
の
佳
臨
威
に
際
し
、
叉
機
…
重
三
史
林
ほ
本
年
十

弩
刊
行
號
を
以
っ
て
第
衡
號
を
激
ふ
る
に
當
り
、
史
墨
’
科
各
研
究
室
に
於
い

て
は
ヒ
の
好
機
を
記
念
す
る
た
め
に
、
襲
墨
・
論
叢
を
編
繁
す
為
こ
と
に
な
り

巾
村
、
宮
比
購
…
助
七
日
に
そ
の
編
纂
事
務
を
依
臨
し
て
着
々
準
縮
に
か
」
り

既
に
三
帰
初
旬
沓
方
職
に
執
肇
依
頼
駅
を
護
邊
し
た
。
原
稿
〆
切
期
騰
は
弧

封
末
欝
、
出
版
は
大
騰
十
月
初
旬
の
鍛
定
で
あ
る
◎

譲

史

A躍

　
卒
業
講
丈
議
表
露
　
二
肩
十
二
臼
（
廻
）
午
後
｝
時
よ
り
、
及
び
翌
十
…
…
窟

午
緩
六
時
よ
り
の
爾
度
に
置
り
隙
列
餓
…
第
二
敏
蜜
に
於
て
國
慶
…
鼻
攻
卒
業
鑑

の
ゆ
左
記
諸
慰
の
論
文
要
旨
獲
表
が
あ
り
、
藤
助
敏
授
、
東
伏
見
講
師
無
下

學
生
多
数
滲
干
し
熟
心
に
聴
講
し
た
⇔

　
今
巾
精
二
、
酵
滋
藤
繍
正
、
岡
本
仁
、
竹
賜
聴
瀕
（
以
上
＋
二
日
置

　
朝
鷺
奈
博
、
工
藤
俊
一
、
酒
井
忠
雄
、
旧
註
宵
夫
、
横
田
健
一
（
以
上
牽

　
三
口
）

　
卒
業
生
豫
饒
欝
継
…
い
て
二
月
十
六
日
（
金
〉
午
後
六
時
よ
り
鳥
初
本
店
に
r

て
卒
業
生
の
肥
饒
愈
を
催
し
、
閥
前
罪
授
、
藤
助
教
授
、
柴
罵
制
目
よ
り
選

別
の
酢
が
あ
り
卒
業
生
も
各
自
班
懐
を
翫
べ
て
設
來
に
無
い
な
ご
や
か
な
夕

を
過
し
だ
。

西
洋
吏
護
書
証

　
例
　
　
轟
懸
　
昭
勲
W
十
四
年
十
二
隅
〃
↓
1
山
ハ
B
、
　
午
後
轟
ハ
瞬
壁
・
よ
・
り
於
二
一
友
愈
館
…
餓
翔

～
號
鍵
、
第
穴
國
例
曾
を
鵬
催
、
原
教
擾
、
鈴
木
・
弁
償
爾
講
鱒
を
始
め
十

薫
弱
出
席

　
一
、
資
本
主
義
と
農
村
　
　
・
　
　
　
　
繭
井
党
己
慰

　
一
、
国
諺
ω
け
↓
騰
8
深
ω
o
｝
ご
U
興
謀
ω
8
冠
葱
鐸
涜
毎
迅
ω
o
瞬
g
零
。
輔
」
Φ
ヨ
㊦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
岩
正
夫
溜

、
例
露
昭
翻
＋
猟
年
一
月
一
＋
九
償
午
後
六
三
よ
り
於
樂
友
倉
館
第

一
號
窒
、
第
七
一
例
曾
を
開
催
、
蒸
焼
擾
、
鈴
木
・
井
上
爾
講
師
を
始
め
十

八
名
出
席
。

　
一
、
菊
◎
ヨ
鈴
⇒
畠
ω
ヨ
①
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
上
之
懇
願
欝

ぐ鋤2．）



　
…
、
○
髄
く
‘
じ
づ
位
。
毛
一
　
〇
冨
影
9
窮
富
ぼ
一
昌
ぴ
q
傷
霧
琶
。
駄
銭
謬
の
嵩

　
　
　
猟
碧
幽
3
一
塗
正
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
本
　
倉
雄
君

　
挙
叢
生
留
別
豫
饒
露
　
昭
和
十
五
年
二
月
二
十
九
謎
午
後
二
晴
よ
り
於
百

萬
遡
鍛
屋
開
催
、
原
教
授
、
鈴
木
・
井
ヒ
爾
講
師
を
始
め
十
二
名
望
庸
和
氣

譲
々
の
談
笑
裡
に
四
声
散
會
Q

考
古
學
談
話
禽

　
一
月
二
十
六
樋
（
金
欝
ヴ
午
後
六
時
牛
よ
り
樂
友
會
館
に
て
開
催
曝
會
者
梅

膝
教
擾
以
下
約
憶
遺
名
◇
左
記
．
諸
氏
の
談
…
潰
が
あ
っ
た
．
）

　
噺
、
大
湘
天
理
の
羅
丈
遣
蹟
　
　
　
　
　
　
　
　
澄
　
囲
　
正
　
口
早

　
咋
年
末
奈
良
縣
天
理
高
女
校
庭
内
の
羅
文
遺
蹟
を
護
身
調
査
．
し
た
が
同
校

庭
内
に
忘
勝
土
師
器
住
蹴
転
の
あ
る
こ
と
は
既
に
報
…
告
さ
れ
て
る
る
。
本
泄

園
地
は
奈
良
盆
地
の
東
縁
を
晦
北
に
走
る
研
謂
春
貿
霞
断
聡
崖
下
に
布
留
川

上
流
漢
谷
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
快
適
な
濡
駿
鳩
で
あ
る
、
羅
文
士
器
包
含
層

は
感
温
地
の
西
南
斜
面
即
ち
布
留
川
漠
谷
の
水
遜
に
増
し
て
存
す
る
阜
右
の

包
含
層
の
上
暦
に
は
砂
礫
間
層
を
隔
て
L
土
師
器
包
含
層
が
被
う
て
る
る
。

遺
物
の
中
多
量
を
占
め
る
は
有
文
土
器
片
で
あ
る
一
．
慧
ハ
の
歪
形
は
大
手
廣
罰

壷
と
灌
鉢
の
二
種
籍
栖
で
底
誕
は
何
れ
も
宏
点
罵
感
の
縄
願
い
融
解
で
あ
る
．
、
全
鰍
編

の
土
器
文
…
糠
の
楽
調
を
な
す
も
の
は
剤
形
…
門
線
文
で
あ
り
從
っ
て
こ
の
土
樽

は
純
梓
遺
蹟
で
あ
る
◇
（
イ
類
）
躍
・
に
一
数
條
の
繰
形
四
線
文
の
細
合
せ
の
み
よ

り
成
り
一
彌
も
呂
衆
…
部
の
突
角
　
乃
至
は
岡
心
圓
文
に
文
様
が
集
中
す
る
り
（
－
・

類
）
太
形
凹
線
文
と
岡
薄
塗
交
具
に
よ
る
刺
突
文
が
盛
手
倒
る
一
群
で
こ
の

類
に
於
い
て
は
繍
｝
文
が
併
用
さ
れ
て
來
る
。
ハ
ハ
類
）
太
形
準
線
文
と
翻
縄
文
の

併
場
さ
れ
る
も
の
で
縫
文
に
配
さ
れ
た
汀
線
文
が
直
線
的
に
な
り
更
に
は
、
匿

劃
的
に
使
田
川
さ
れ
て
獲
達
し
た
購
…
潰
縄
文
を
含
む
今
以
上
の
需
．
類
に
分
類
さ

れ
る
こ
の
所
謂
「
天
理
式
」
土
器
が
…
蘭
束
の
堀
ノ
内
期
に
併
行
す
る
こ
と
は
明

一5

ｩ
で
あ
り
…
閲
繭
に
於
け
る
類
似
遣
蹟
と
し
て
は
大
和
三
輪
∵
宮
瀧
、
肉
親
北

白
川
、
備
中
津
雲
・
巾
津
等
が
暴
げ
ら
れ
る
。
な
ほ
土
器
以
外
で
は
大
形
石

棒
小
形
石
錘
士
錘
、
隔
…
而
矩
形
の
磨
製
石
斧
、
石
三
等
が
獲
見
せ
ら
れ
た
、

　
二
、
河
内
昌
下
貝
塚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
、
謙
二
郎
氏

　
日
下
蚊
塚
は
生
駒
山
麓
に
獲
達
し
た
谷
郷
扇
状
地
の
宮
町
に
位
置
す
る
羅

紋
系
の
遺
蹟
で
大
疋
十
五
年
小
牧
教
授
、
島
韻
呉
彦
解
熱
が
一
部
分
の
獲
掘

を
行
は
れ
て
、
詫
ハ
の
報
告
も
公
に
な
っ
て
み
る
。
A
，
糊
U
大
阪
府
史
蹟
調
査
會

－
で
共
の
再
調
査
を
試
み
た
麗
從
來
の
知
見
に
い
ろ
ノ
＼
と
獅
ら
し
い
無
恥
が

見
出
さ
れ
た
◇
い
ま
跳
ハ
の
著
し
い
も
の
を
数
へ
る
と
、
先
づ
遣
蹟
の
性
．
質
が

田
口
涌
…
の
具
塚
の
概
念
と
は
や
、
異
・
な
る
事
Q
即
ち
知
」
㌦
で
は
貝
殻
は
遺
物
包

含
巽
中
に
坐
る
間
隔
を
・
も
っ
て
集
塊
釈
に
存
ナ
る
の
み
で
齢
も
少
な
い
。
北
ハ

の
二
は
新
た
に
包
含
暦
最
下
底
に
ほ
い
東
南
に
頭
部
を
尚
け
た
入
骨
が
五
聖

屈
葬
の
状
態
で
見
舞
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
第
㍊
．
は
滑
…
物
の
塞
調
を
な
す
も

の
が
末
期
隠
紋
土
器
で
あ
る
が
別
に
土
師
器
が
混
肥
せ
る
鮎
で
あ
る
。
本
遺

蹟
は
入
骨
埋
葬
の
耽
闘
か
ら
は
備
打
中
津
甫
察
三
河
訟
ロ
胡
の
貝
塚
に
相
漣
じ
、
羅
｝

紋
土
器
の
型
式
か
ら
は
顧
…
者
の
他
三
河
保
美
、
紀
伊
鵯
憩
の
南
至
塚
、
近
く

は
大
和
営
瀧
、
綱
竹
之
内
、
詞
橿
原
鵡
三
等
の
姫
宮
鵡
土
晶
の
．
部
と
相
通

ず
る
。
而
し
て
そ
れ
は
畿
内
に
於
け
る
我
が
石
器
降
細
巻
末
期
文
化
の
一
…
腺

縮…

�
x
物
拡
醐
る
も
の
と
し
て
難
論
瞭
を
與
へ
る
の
で
あ
る
、

　
露
、
定
縣
蜜
緩
開
封
徐
蝿
　
　
　
　
文
學
都
講
師
　
水
野
溜
　
【
氏

恥趣

彙

報

第
鵬
十
蕊
巻
　
第
二
階

鰻
七



魏

報

魏
二
＋
蕊
轡
　
策
工
號

噺
暇
八

　
昨
年
十
月
北
京
か
ら
小
野
勝
隼
君
と
岡
行
巡
歴
し
た
各
地
の
難
平
の
無
期

を
懸
げ
る
、
楚
縣
の
開
．
兀
寺
、
興
園
寺
、
華
塔
坂
、
石
佛
寺
、
衆
春
園
、
民

搬
敏
育
一
館
を
見
學
し
た
が
、
、
東
魏
北
｛
齊
の
遺
物
が
多
い
⇔
石
佛
寺
も
北
齊
の

古
寺
で
あ
る
Q
安
陽
は
古
物
陳
列
駈
を
み
た
が
、
こ
㌦
に
も
北
齊
の
石
柱
、

揖
碑
、
｛
基
誌
が
多
い
○
有
名
　
な
・
も
の
で
は
北
齊
酉
門
豹
嗣
の
碑
が
あ
る
Q
ま

た
殿
櫨
の
侯
家
続
股
据
置
を
と
ひ
、
臨
障
縣
灘
鎭
の
聯
都
堆
を
お
と
つ
れ
た

が
、
こ
・
で
は
大
倉
縣
占
館
に
あ
っ
た
と
同
じ
、
龍
頭
が
な
ほ
一
個
あ
り
、

洞
清
湘
…
の
膚
…
碑
　
な
ど
が
あ
っ
た
。
餌
…
封
で
は
欝
…
國
寺
の
瑠
璃
塔
を
み
、
　
國

棚
寺
の
繁
塔
を
み
た
．
、
萌
者
ほ
繊
代
後
記
は
朱
初
の
も
の
で
あ
る
。
河
南
博

物
院
で
は
紬
鄭
の
占
銅
器
は
ず
で
に
南
山
し
て
な
く
な
っ
て
み
た
が
、
石
刻

類
は
無
寓
で
あ
っ
た
の
で
、
開
一
7
6
二
年
四
画
像
と
北
嶺
纏
…
「
刻
四
四
石
棺
を
し

ら
べ
た
、
そ
れ
か
ら
中
華
公
教
會
に
あ
る
猫
太
教
の
碑
を
み
、
朱
の
敏
宮
玩

龍
亭
を
た
つ
ね
た
。
徐
州
で
は
雲
龍
山
の
三
一
、
そ
こ
に
は
一
一
の
小
佛
寵

が
あ
っ
た
、
そ
れ
か
ら
鐵
佛
濫
守
の
北
鴨
脚
佛
、
一
圃
書
館
の
激
日
干
石
、
耳
環
墓
、

黄
雛
晒
な
ど
を
大
い
そ
ぎ
で
見
習
ヂ
し
た
。

地
理
學
談
話
愈

卒
業
論
丈
護
表
盆
　
二
月
十
H
（
土
）
午
後
一
時
牛
よ
り
地
斑
學
實
習
室
に

て
行
ふ
り
轟
席
蒋
二
十
一
名
Q

　
講
聖
者
及
び
題
H
は

　
航
塞
輸
逸
の
地
理
二
一
的
研
究
　
　
　
　
　
　
、
　
川
上
憲
口
代
四

　
難
平
．
代
の
支
郷
地
圏
　
　
概
艘
煎
び
に
諸
問
題
　
三
上
正
利

　
卒
業
生
豫
翼
翼
　
二
月
九
日
（
金
）
午
後
気
鋭
よ
り
紙
園
石
段
下
鳥
岩
酸
、
に

て
…
囲
催
、
・
小
牧
蜘
黙
擾
他
黒
座
∴
…
名
山
田
席
、
瞼
伊
の
臨
戦
ち
た
水
だ
き
の
鶏
を
酬
「
上

げ
、
猿
き
室
に
膝
を
折
っ
て
席
を
定
め
た
と
は
い
へ
、
卒
業
を
就
ふ
情
を
盤

す
に
差
支
へ
た
㎝
か
っ
た
Q
紀
A
稲
田
撮
影
を
行
ふ
。
倫
錨
貿
統
圓
二
十
銭

東
洋
史
談
話
奮

　
豫
饒
奮
　
三
月
二
貝
（
土
）
午
・
後
六
時
よ
り
樂
友
脅
館
に
於
て
㎜
田
催
、
逡
ら

る
曳
も
の
原
八
郎
、
影
藤
…
盤
爾
…
君
、
溌
る
も
の
防
波
、
野
崎
爾
先
生
以
下
卒
・

業
生
、
霧
塗
生
二
十
数
名
出
席
、
非
常
な
盛
魯
で
あ
っ
た
。

支
　
那
　
墨
　
愈

豫
駿
欝
　
．
∴
月
五
騰
（
火
）
午
後
一
時
よ
り
樂
郷
倉
館
に
於
て
開
催
。

西
田
教
授
の
御
進
講

　
去
る
一
月
二
十
書
聖
、
営
中
獅
講
書
始
の
卿
儀
に
際
し
、
西
田
教
授
は
國
雷

の
進
講
を
仰
付
け
ら
れ
、
「
目
本
書
紀
七
癖
天
皇
の
御
紀
」
概
原
開
都
の
御
條

御
即
位
の
撫
四
條
の
一
笛
並
に
棚
鴻
業
の
卿
蹟
に
就
い
て
鋼
進
講
申
上
げ
．
た
。

紀
元
二
千
六
百
年
の
薪
赤
に
於
い
て
こ
の
こ
と
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
猫
り
同

教
授
一
身
の
光
榮
た
る
の
み
な
ら
ず
、
博
く
県
史
を
學
ぶ
も
の
㌧
諒
し
く
感

激
に
堪
へ
ざ
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
國
史
研
究
案
に
於
い
て
は
二
月
七
日
午
後

六
時
、
門
下
生
一
同
の
名
に
於
い
て
教
授
を
都
ホ
テ
ル
に
請
じ
、
そ
の
光
榮

を
賀
す
る
と
北
ハ
に
田
儀
の
彿
模
様
に
就
い
て
聰
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　
來
斎
腐
す
る
も
の
す
べ
て
六
十
名
、
京
阪
瀞
在
住
の
門
下
生
の
殆
ど
全
郡
を

つ
く
し
、
遠
き
は
金
澤
舞
鶴
等
か
ら
・
も
馳
せ
馨
じ
て
菰
ハ
に
こ
の
紀
念
の
年
に
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